
ましたので、ご協力をお願いします。なお、本日
までの申込分を実行委員会に申込みますが、受付
は継続しますので、まだの方はご検討下さい。
⑵地区から2019年の国際大会（６月１日㈯～５日
㈬、ドイツのハンブルグで開催）のガバナーナイ
トのご案内がありました。①日時：2019年６月
１日㈯18：30～受付開始、19：00開会（予定、現
地時間）。②場所：ホテルアトランティック・ケン
ピンスキー・ハンブルクです。ご検討をお願いし
ます。なお、国際大会の情報は「ＭＹＲＯＴＡＲＹ」
に掲載されていますのでご確認下さい。
⑶映画「ブレス しあわせの呼吸」の鑑賞会を10月
３日㈬18時頃から実施し、上映終了後に上映室の
見学等を行うことで現在調整しています。
⑷本日例会後、第２回理事会を開催します。
⑸一昨日28日早朝、青少年交換学生の河村凛香さ
んがセントレアからボルドーへ出発しました。カ
ウンセラーの早川敏江さんがお見送りに行って
下さいました。また、今朝、河村さんより無事派
遣先へ到着した
との連絡があり
ました。なお、
受入れのダフネ
さんは、次週の
例会へご出席頂
く予定です。

米坂みよ古会長

本日は、いのち繋ぐプロジェ
クトの小﨑麻莉絵様と高木芽生
様、ＯＢ会員の河田 正さん、そ
して中島 悠さんをお迎えしてお

ります。どうぞごゆっくりお楽しみ下さい。
先週の22日㈬～26日㈰、「にっぽんど真ん中祭
り」が開催され、私の９階のオフィスから、久屋大
通公園会場のメインステージを目の当たりに見る
ことが出来ました。年々盛大になり、今年は約100
チーム、１万7000人が、衣装や地域色を生かした
踊りで楽しませてくれました。名古屋近辺のホテル
は全部満席で、かなりの経済効果だったと思います｡
さて、先週もお願いしましたが、今日が会員事業
紹介冊子の締切です。私たちは職業人の集まりでも
あります。自分の仕事を通して親睦を深め、信頼し
あえる会員同士がもっとお互いに役に立てるよう
になり、これまで以上に活性化をして、当クラブの
魅力としたいと思いますので、宜しくお願いします｡

□幹事報告 加藤祐一幹事
⑴ＷＦＦの広告協賛、チケット購入の依頼をメール
等でご案内しました。ガバナーから１人最低２枚
以上（2,000円／１枚）のチケット購入依頼があり

□ 司会 中根かつみ 会場運営副委員長
□ロータリーソング「我等の生業」
□ゲスト・ビジター紹介
ゲスト ＮＰＯ法人いのち繋ぐプロジェクト

小﨑麻莉絵様 高木芽生様
ＯＢ会員 河田 正さん

ビジター１名 名古屋第一赤十字病院研修医 中島 悠様
□ 出席報告 会員総数86名(免除者16名)
義務者出席60名 免除者出席９名 総数69名
出席率87.34％
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2018年８月29日㈬
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外部卓話例会
ヘルプマークを知って、思いやりのある援助や配慮を。

第1270回例会
（カレー）

◇第1271回９月５日㈬通常例会（洋食）
誕生日・結婚記念日祝福
「ロータリーの友・ガバナー月信」紹介
新入会員卓話 広井幹康さん
中日新聞社「心に残る医療絵画コンクール」ご案内

◇第1272回９月12日㈬通常例会（立食）

９月19日㈬ クラブ休日

＜ 例会開催予定 ＞

会長あいさつ

９月は基本的教育と識字率向上月間／ロータリーの友月間です



□同好会報告：姫町能「道明寺」観劇会のご案内
能に遊ぶ集い 遠藤泰昭さん
久田先生が設立された能姫町財団の記念公演と

なる「道明寺」観劇会が９月24日㈷に行われます｡
人間国宝級の演者総出演で、Ａ席前売１万2000円
が8400円で観られますので、宜しくお願いします。

◇紹介 武藤雅之さん
小崎麻莉絵さんは四日市在住で、名古屋で㈱オア
シスの代表取締役をされています。2014年、骨髄
異形性症候群で余命５年を宣告され、その中での
自らの経験を契機に、ヘルプマークの普及活動をさ
れています。では、小崎さん、宜しくお願いします。

「ヘルプマーク知ってますか
～優しさで繋ぐ、健常者と当事者～」

NPO法人いのち繋ぐプロジェクト
小崎麻莉絵様

私は骨髄異形性症候群という病
気を患い、４年前に余命５年と宣

告されました。予定ですと、あと355日くらいで私
は死ぬとお医者様から伝えられていますが、そう
いった気配もなく、「死ぬ死ぬ詐欺じゃないか」と
か言われながら、日々明るく楽しく過ごしています｡
私が病気になったのは会社を起ち上げて２年目

でした。余命５年というとすごく短い気がしますが、
ポジティブに考えると1,825日あります。最後の方
は弱ってしまうだろうから、それまでの1,500日を
明るく過ごさないともったいないなと思い、１年の
療養後、もう一度社会復帰をすることにしました。
そうしてある朝、優先席に座っていると、高齢者
の方から、「お前、ようそんなとこ座っとるな」と言
われました。その方からしたら、私は病気にも見え
ないし、そう思われるのも理解できました。でも、
私の大切な1,500日のうちの１日の朝一番に、な
ぜこんな気持ちにならなきゃいけないのだろうと
思って、「私は病気です」とちゃんと伝えたいと思
いました｡そこで探し当てたのがヘルプマークです｡
ヘルプマークは、外見からは伝わりづらい内部障
害、内部疾患、及び妊娠初期の方、義足、人工関節の
方が使うマークで、もとは2012年に東京都が作り
ました。２種類あり、１つはストラップの中のシー
ルに自分が助けてほしい内容を記載して、かばんな
どに付けて持ち歩きます。もう１つはヘルプカード
といい、緊急時や災害時のために、中に病気の情報
やかかりつけ医の連絡先などを書いて携帯します。
ヘルプマークを付け始めると、サラリーマンの方
や大学生の女の子が席を譲ってくれたり、声をかけ
てくれたりするようになりま
した。今までハンディキャッ
プは不幸の象徴のような気が
していたけど、そうではなく、
誰かが助けてくれれば嬉しい
1日になるんだなと感じまし
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た。そして、今日も同行してくれている高木さんが、
「世の中には大変な思いをしている人がいっぱいい
ると思うよ。麻莉絵ちゃんの世界だけでとどめてお
くものじゃないと思うよ」と言ってくれて、ヘルプ
マークをもっと知ってもらう活動を始めました。
今は、子供たちから高齢者の方まで色々な世代の
人にヘルプマークを知ってもらい、「自分にも何か
出来ることがあるかな」、「声をかけようかな」と思っ
てもらえるように、お祭りやイベントにブースを出
させて頂いたり、こういう講演をさせて頂いたりし
ています。三重県は今年２月、愛知県も今年７月か
らヘルプマークの導入が始まり、地道な活動が少し
ずつ形になってきている実感もしています。
18歳で白血病を患った20歳の大学生の男の子は、
お医者様から残り１ヶ月の命と告げられました。お
父さんが「残り１ヶ月何をしたい？」と聞いたら、
「大学に行きたい。最後の最後まで、日本の大学に
やってきた外国の方々と、好きな英語で話したい」
と言ったそうです。そしてお父さんから「ヘルプマー
クを送ってくれませんか」という電話を頂きました｡
どこかで息子さんが倒れてしまっても、自分のとこ
ろに連絡が来るようにしたかったんですね。その男
の子は亡くなる２日前まで大学に行きました。
病気でも、生きる希望があって、そこに向かって
力強く生きている人は沢山います。そういう人は、
体力的に厳しい時、健康な人の手助けが少しあるだ
けで、とても助かることが沢山あるんですね。
病気の人たちにとって大切な、生きている１日｡
そのうちの一瞬で、１日のご機嫌度はすごく変わり
ます。もらう言葉１つ１つに涙したり、ぐっとこら
えたり、色んな感情が、健康な時の何倍もグルグル
波打ちながら皆生きています。そういう人たちが、
「ああ、嬉しいな」とか「こん
な言葉をかけてもらえた」
と幸せな気持ちで過ごせる
一瞬をどんどん作っていけ
るように、私も生きがいと
して、これからも活動を続
けていきたいなと思います｡

ニコボックス
○ご芳志。 (ＯＢ会員 河田 正さん)
○ＮＰＯ法人いのち繋ぐプロジェクトの小崎麻莉絵さんの卓
話を宜しくお願い致します。 (米坂みよ古さん)

○小崎麻莉絵さんの外部卓話を楽しみにしています。(小室健次郎さん)
○４男夫婦に女の赤ちゃんが生まれました。 (西川達郎さん)
○早川さん、河村凛香さんのお見送り、ありがとうございました。１年後
の河村さんの成長を楽しみに待ちたいと思います。 (加藤祐一さん)

○ヘルプマークの小崎さんの卓話を楽しみにしています。(神野重行さん)
○①弊社本社の近くに社宅が竣工しました。Ｍａｎｓｉｏｎ ＥＭＳ(メムス)
の実験社宅です。②会長退任から早丸２年。前任者にならってあい
さつ集を作ってみました。お気軽にご一読下さい。(清水順二さん)

○新しく入会して。宜しくお願い致します。 (浅原英之さん)
○ニコボックスから解放されて少し気がゆるみ、欠席が多かっ
たので反省のニコボックスです。 (齋藤孝一さん)

○遅まきながら、松坂５勝目おめでとう。 (深澤良介さん)
○クルーズでねぶた祭へ行ってきました。(小酒井比呂志さん)
○長女がドイツでフランス人と結婚しました。(石井雄二さん)
その他、配偶者誕生日の方１名、コーヒー代として１名
の方よりご協力頂きました。

外部卓話


